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Ⅰ　庶務の概要

　１　庶務事項

事　　　　項 場　　所

令和3年

4月 1日 漁業振興公害対策事業（地域振興事業）募集開始

県水産・海洋局長他挨拶 静岡市（中央ビル）

5日 ヒラメ生産状況確認 御前崎市(温水浜岡)

榛南地域栽培推進協議会打合せ 御前崎市(南駿河湾漁協)

8日 県経済産業部長、農林水産担当部長挨拶 静岡市（中央ビル）

13日 第86回大漁祈願祭 三嶋大社

20日 静岡県資源管理協議会総会・第1回定例会 静岡市（中央ビル）

経理監査(令和２年度事業） 静岡市（中央ビル）

26日 中部地域栽培漁業推進協議会 静岡市（中央ビル）

23日 監査会(令和２年度事業） 静岡市（中央ビル）

27日 第１回理事会 ウェブ会議

5月 6日 沼津地区ヒラメ沖出し立会 沼津市(内浦漁協)

7日 第１回榛南地域栽培漁業推進協議会 御前崎市（南駿河湾漁協）

11日 伊豆域栽培漁業推進協議会伊豆西岸地区協議会 沼津市(内浦漁協)

13日 伊豆域栽培漁業推進協議会伊豆東岸地区協議会 伊東市(いとう漁協)

20日 第１回評議員会 ウェブ会議

第２回理事会 ウェブ会議

27日 中部地域マダイ沖出し（小川：温水浜岡から受入れ） 温水セ本所、小川

6月 1日 ネッツトヨタ静岡マダイ放流事業説明 沼津市（ネッツトヨタ静岡本社）

２日 伊豆地域栽培推進協議会担当者会議 静岡市（中央ビル）

10日 伊豆地域マダイ沖出し（田子：温水沼津から受入れ） 温水沼津分場、田子

11日 伊豆地域マダイ沖出し（網代：温水沼津から受入れ） 温水沼津分場、網代

14日 伊豆地域マダイ沖出し（内浦：温水沼津から受入れ） 温水沼津分場、内浦

15日 静岡県資源管理協議会第2回定例会 静岡市（中央ビル）

22日 榛南地域マダイ沖出し（地頭方：温水沼津から受入れ） 温水浜岡、地頭方

30日 漁業振興公害対策事業（地域振興事業）審査委員会 静岡市（中央ビル）

7月 1日 榛南地域マダイ沖出し（地頭方：温水浜岡から受入れ） 温水浜岡、地頭方

19日 榛南地域マダイ沖出し（地頭方：温水浜岡から受入れ） 温水浜岡、地頭方

13日 田子マダイ生育状況調査 田子中間育成場

12日 網代マダイ生育状況調査 網代中間育成場

14日 内浦マダイ生育状況調査 内浦中間育成場

29日 伊豆地域マダイ計数（田子） 田子中間育成場

28日 伊豆地域マダイ計数（網代） 網代中間育成場

6日 中部地域マダイ計数（小川） 小川中間育成場

26日 伊豆地域マダイ計数（内浦） 内浦中間育成場

30日 榛南地域マダイ計数（地頭方） 地頭方中間育成場

8月 13日 静岡県資源管理協議会第3回定例会 静岡市（中央ビル）

17日 榛南地域マダイ計数（地頭方） 地頭方中間育成場

9月 2日 榛南地域マダイ中間育成意見交換 ウェブ会議

16日 静岡県資源管理協議会第4回定例会 静岡市（中央ビル）

年月日
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事　　　　項 場　　所

10月 5日 中部地域マダイ中間育成意見交換 ウェブ会議

20日 静岡県栽培漁業推進協議会 静岡市（静岡県庁）

22日 静岡県漁業士会東部地区意見交換会 下田市(伊豆漁協）

11月 ２日 ネッツトヨタ静岡マダイ放流協力金贈呈式 静岡市（中央ビル）

5日 自民党県連、農林水産対策連絡協議会 静岡市（商工会議所）

17日 静岡県資源管理協議会第5回定例会 静岡市（中央ビル）

22日 第2回榛南地域栽培漁業推進協議会 御前崎市（南駿河湾漁協）

榛南地域磯焼対策推進協議会 御前崎市（南駿河湾漁協）

12月 1日 静岡県法務文書課立入検査 静岡市（中央ビル）

13日 第３回理事会 ウェブ会議

17日 静岡県資源管理協議会第6回定例会 静岡市（中央ビル）

令和4年

1月 4日 知事、副知事、経済産業部長等年始挨拶 静岡市（県庁）

19日 静岡県資源管理協議会第7回定例会 静岡市（中央ビル）

26日 太平洋南海域栽培漁業推進協議会 ウェブ会議

2月 7日 広域種資源造成型栽培漁業推進検討会 ウェブ会議

17日 静岡県資源管理協議会第8回定例会 静岡市（中央ビル）

17日 第４回理事会 ウェブ会議

3月 4日 第２回評議員会 ウェブ会議

8日 水産関係団体指導対策委員会参事会 静岡市（中央ビル）

16日 静岡県栽培漁業推進協議会 静岡市（静岡県庁）

17日 静岡県資源管理協議会第9回定例会・総会 静岡市（中央ビル）

　２　許可・認可・承認等に関する事項

申　請　等　事　項 許可・認可年月日

令和３年

6月 2日 役員の変更登記申請（静岡地方法務局）   6月2日　登記

6月 30日 令和２年度事業報告等の提出（県知事）

8月 30日 役員の変更届（県知事）

令和４年

3月 29日 令和４年度事業計画書等の提出（県知事）

年月日

申請年月日
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　基金が１８億６千８百万円、法人会計が４億円で、基本財産総額は３２億８千４百万円である。

　　　　　(単位：円）

No　  組　合　名　 昭和53年度～令和3年度合計　 No　  組　合　名　 昭和53年度～令和3年度合計

1  　静　 岡 　県　　 　 1,575,000,000  　　　　地   頭   方　　 　 248,418,856

2  　初　　　   島　　　 　 1,333,272  　　　　御   前   崎　　 　 452,419,513

3  　大　 熱 　海　　 　 70,335 17 　 遠         州 69,229,117

4 　 い 　と  　う 6,603,834 18  　浜         名　　　 　 108,272,721

 　　　　網　 代 　港　　 　 2,166,859 19  　沼 津 養 殖　 　 6,422,811

 　　　　伊   東   市　　　 　 4,436,975 20  　西伊豆遠洋 　 81,513

5 　 伊　　　　豆 31,728,292 21 　 田子水産遠洋　 20,901

 　　　　稲         取　　　 　 437,528 22 　 静浦水産加工　 40,757

 　　　　下   田   市　　 　 730,062 23    狩   野   川　　 　 47,027

 　　　　南 伊 豆 町　 　 6,273,270 24    富 士 養 鱒　 　 25,081

 　　　　松   崎   町　　 　 1,884,081 25    清水かつをまぐろ 　 54,342

 　　　　仁   科   浜　　 　 11,021,748 26  　大八州遠洋 　 29,261

 　　　　田         子　　　 　 2,630,009 27  　清 水 遠 洋　 　 45,982

 　　　　安   良   里　　 　 1,142,387 28     静岡うなぎ 317,693

 　　　　土         肥   　　 　 7,609,207         　焼 津 養 鰻　 　 111,820

6  　戸         田　　　 　 18,603,217   　      大井川養殖 　 99,279

7  　内         浦　　　 　 41,245,470  　      丸榛吉田うなぎ　 76,288

8  　静         浦　　　 　 84,860,190   　      中 遠 養 鰻　 　 30,306

9  　沼津我入道 　 22,815,000 29  　御前崎遠洋 　 62,703

10  　田 子 の 浦　 　 11,503,590 30  　白 羽 遠 洋　 　 26,126

11  　由   比   港　　 　 81,058,050 31  　浜名湖養魚 　 20,901

12    清         水 43,245,649 32  　県   漁   連　　 　 1,161,045

  　     清         水   　　 　 25,550,640 33  　県 信 漁 連　 　 508,937

       　静         岡　　　 　 17,695,009 34  　基 金 協 会　 　 25,081

13 　 焼         津　　　 　 3,606,009 35  　漁 船 保 険　 　 41,802

14 　 小         川　　　 　 4,605,604 36  　共 済 組 合　 　 34,486

15  　大 井 川 町　 　 24,144,027 37  　企　　　　 業　　　 　 100,000,000

16 　 南 駿 河 湾 1,019,729,361 38  　剰余金繰入 　 27,379,813

　　　　吉   田   町 187,917,613 　　

        相　       良 130,973,379 3,284,000,000

　３　出捐金に関する事項

　　令和４年３月末日の基本財産は、漁業振興基金が１０億１千６百万円、栽培漁業推進

公益財団法人静岡県漁業振興基金出捐金一覧表

合　　　計

 ３



４　役員に関する事項

　（１）評議員（２０名） （令和４年３月３１日現在）

役職名 氏　　　名  　　　　  現　　　職　　　名

評議員 新　藤　康　晴   初島漁業協同組合代表理事組合長

々 遠　藤　哲　也 　大熱海漁業協同組合代表理事組合長

々 鈴　木　　　精 　伊豆漁業協同組合理事

々 沼　野　文　雄 　伊豆漁業協同組合理事

々 大  川  隆  夫 　静浦漁業協同組合代表理事組合長

々 松　下　一　男   沼津我入道漁業協同組合理事

々 志　村　正　人   前 田子の浦漁業協同組合代表理事組合長

々 薩　川　一　義 　清水漁業協同組合代表理事組合長

々 西　川　角次郎   焼津漁業協同組合代表理事組合長

々 村　松　清　幸   大井川港漁業協同組合代表理事組合長

々 増　田　源七郎   前 南駿河湾漁業協同組合専務理事

々 下　村　富　茂   前 南駿河湾漁業協同組合理事

々 渥  美      敏 　浜名漁業協同組合代表理事組合長

々   原　　  将　史   沼津市水産海浜課長

々 　杉　本　浩　久   静岡市水産漁港課長

々 　名　波　克　仁   牧之原市農林水産課長

々 守　屋　司　子 　NPO法人 アースライフネットワーク理事

々 鈴　木　伸　洋 　国立研究開発法人　水産研究教育機構フェロー

々 萩　原　快　次   静岡県経済産業部水産・海洋局水産振興課長

々 　花　井　孝　之   静岡県経済産業部水産・海洋局水産資源課長
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役職名 氏　　名  　　　　  現　　　  職  　　　名

理　　事 薮　田　国　之 　静岡県漁業協同組合連合会代表理事会長

々 宮　原　淳　一   由比港漁業協同組合代表理事組合長

々 板　橋　　　威   静岡県経済産業部水産・海洋局長

々 菊　地　賢　次 　いとう漁業協同組合理事

々 加　藤　紀久夫   伊豆漁業協同組合代表理事組合長

々 土　屋　孝　次   内浦漁業協同組合代表理事組合長

々 橋ヶ谷　長  生   小川漁業協同組合代表理事組合長

々 安　間　英　雄   遠州漁業協同組合代表理事組合長

常務理事 青　木　一　永 　公益財団法人静岡県漁業振興基金常務理事

監　　事 西　原　　　忠   南駿河湾漁業協同組合専務理事

々 塩　崎　敏　巳   戸田漁業協同組合代表理事組合長

々  森　　  訓　由   静岡県無線漁業協同組合専務理事

５　職員に関する事項

職名 氏名 担　　当　　業　　務

職　　員 柴　田　知　里 　一　般　事　務

（２）理事（９名）監事（３名）     　　　　　　（令和４年３月３１日現在）
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Ⅱ 事 業 の 概 要 （令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日） 

 

長引く低金利の中、基本財産からの利息収入確保は厳しい状況が続いた。そこで、健

全な運営のための収支均衡と、公益法人としての収支相償に努め、公益事業の実施に

取り組んだ。 

一方、新型コロナウイルス感染症は拡大の波を繰り返し、未だ終息に至っていない。こ

のような状況に対応し、ウェブ会議の活用や、関係機関との連絡を密にして、予定した事

業を計画どおり実施した。 

漁業振興公害対策事業では、県内各地の沿岸漁業の振興を支援するため水産基盤

施設の整備等の支援を行った。 

栽培漁業推進事業では、指定法人として県が策定した第７次栽培基本計画に基づ

き水産資源の維持増大に努めた。具体的には種苗生産機関、漁業者団体、行政機関

等との連携を図り、種苗受入尾数や放流尾数の確保を図った。加えて、マダイの沖

だし、中間育成後の計数作業においては、感染症対策を留意して実施した。 

財産の運用では、令和元年度に各基金の組換えにより漁業振興基金は 10 億 16 百

万円、栽培基金は 18 億 6 千 8 百万円となった。現在、令和２年度に策定した令和

3 年～令和 12 年までの計画により運用している。なお、当該期間中は債券の購入、

売却は行っていない。 
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１ 漁業振興公害対策事業 

 

漁業振興基金基本財産運用収入によって、事業費（助成額）7,827 千円で、漁業

振興に係る次の事業を実施した。 

 

表 実施事業一覧 

事業名 地域振興事業 広域振興事業 

１ 漁業振興対策 

事業 

 

 

 

 

(7,575 千円) 

・種苗放流事業 

・漁業施設整備事業 

伊豆漁協ほか 5 件 

（6,867 千円） 

・漁港関連整備事業 

・重要魚種増殖対策事業 

県桜えび組合 （300 千円） 

・磯焼け対策事業 

磯焼け対策協 （200 千円） 

・漁業開発調査指導事業 

県漁連     （208 千円） 

・種苗放流事業 

２ 漁業公害対策事業 ・漁場監視対策事業 

・公害対策関連事業 

・公害対策等 

３ 漁業環境保全 

対策事業 

 

（0 千円） 

・海底清掃事業 

・障害物除去事業 

・広域的海岸・海中清掃事業 

浜名湖をきれいにする会 

（0 千円） 

・地先漁場保全対策事業 

４ 教育広報事業 

 

 

（252 千円） 

 ・漁業者等育成事業 

県漁連     （94 千円） 

・広報事業 

県漁連     （158 千円） 

合計 7,827 千円  6,867 千円  960 千円  
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２ 栽培漁業推進事業 

 

県の指定法人として第 7次基本計画に基づく「放流効果実証事業」を行った。事

業は栽培漁業振興基金の基本財産運用収入、県補助金、漁業者及び市町の負担金等

を財源として、マダイ、ヒラメの中間育成と放流を実施した。 

マダイ放流事業は、伊豆、中部、榛南の 3 地域でそれぞれ組織した地域栽培漁業

推進協議会により実施した。事業は当法人が県補助金を使って行う「資源増大推進

普及事業」と、漁業者及び市町負担金による「地域栽培推進事業」となっている。

両事業は一体的に実施し、効率的な実施に努めた。 

静岡県温水利用研究センターのマダイ種苗生産は、本所で疾病発生などにより

生産が遅れた。沼津分場の補填もあり、計画どおりに計 160 万尾種苗が 3 地域へ供

給されたが、榛南の中間育成が影響を受けた。 

ヒラメ放流事業は、榛南地域と沼津地域で実施した。榛南地域はマダイと同様に

地域栽培漁業推進協議会により、資源増大推進普及事業と地域栽培推進事業を実施

した。沼津地域では漁業者・市の負担金を財源の一部にして、沼津市漁業協同組合

青壮年部連絡協議会へ委託した。ヒラメの種苗生産は県全体計画に対し 100%の種

苗供給となった。しかし、冬の高水温からヒラメが産卵せず、他県から受精卵の供

給を受けたことにより生産が遅れ、中間育成の歩留まり低下につながった。 

なお、平成 23 年の東日本大震災後、浜岡原発が運転停止となり、静岡県温水利

用研究センターでは温排水等の利用ができなくなっている。しかし、温水ボイラー

や海水供給ポンプ等が整備され、令和３年度も県や電力事業者等の支援を受け、前

年度までと同様の種苗生産体制が維持された。 

 

（１）マダイ放流事業 

ア 伊豆地域 

静岡県温水利用研究センター沼津分場から計画どおり 90 万尾の種苗が供給さ

れた。当地域の中間育成の歩留りは 4 年連続計画を上回る結果となり、放流は計

画の 111.5%、66 万尾となった。 

また、沼津市久料幼稚仔保育場では、放流後の減耗防止と定着率向上のための

給餌と施設管理を行った。集魚状況調査によると、岸寄りの海域で滞留効果が認

められた。 

 

イ 中部地域 

静岡県温水利用研究センター本所から計画どおりの種苗20万尾が供給された。

中部地域の放流尾数は 15.7 万尾と、計画の 119.8％になった。 
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ウ 榛南地域 

静岡県温水利用研究センター本所と沼津分場から計 50 万尾が計画どおり供給

された。しかし、種苗生産中の疾病発生などにより沖出しが遅れ、放流尾数は

21.14 万尾と、計画の 64.5％になった。 

 

表 事業別・地域別マダイ中間育成・放流結果一覧 

資源増大推進普及事業、地域栽培推進事業の合計 

対象海域 伊豆 中部 榛南 合計 

中間育成場 網代 田子 内浦 計 小川 地頭方 ― 

中間育成尾数（千尾） 405 225 270 900 200 500 1,600 

沖出し時全長（㎜） 27.2 24.9 25.1 ― 25.4 30.6～32.9 ― 

放流尾数（千尾） 

(計画放流数) 

303 

(266) 

154 

(148) 

203 

(177) 

660.0 

(591) 

157.0 

(131) 

211.4 

(328) 

1,028.4 

(1,050) 

放流時尾叉長（㎜） 80.2 67.5 76.5 ― 65 47.0～63.7 ― 

実施時期 7～8 月 ― 

 

事業別内訳【資源増大推進普及事業、地域栽培推進事業】 

 対象海域 伊豆 中部 榛南 合計 

中間育成場 網代 田子 内浦 計 小川 地頭方 ― 

資
源
増
大 

中間育成尾数（千尾） 187.5 97.5 165.0 450.0 ― 350 800.0 

放流尾数（千尾） 

(計画放流数)  

140.3 

(123)  

66.7 

(64)  

124.1 

(108) 

331.1 

(295) 
― 

148.0 

(230) 

479.1 

(525) 

地
域
栽
培 

中間育成尾数（千尾） 217.5 127.5 105 450.0 200 150.0 800.0 

放流尾数（千尾） 

(計画放流数) 

162.7 

(143) 

87.3 

(84) 

78.9 

(69) 

328.9 

(296) 

157.0 

(131) 

63.4 

(98) 

549.3 

(525) 

 

（２） ヒラメ放流事業 

ア 榛南地域 

榛南地域では、静岡県温水利用研究センター本所から当初計画どおりヒラメ種

苗 42 万尾が供給された。 

しかし、冬の高水温からヒラメが産卵せず、他県から受精卵を受け入れたこと

により種苗育成が遅れた。これが中間育成の歩留りに影響し、放流数は計画の

83.2%となった。 
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イ 沼津地域 

沼津地域では、静岡県温水利用研究センター本所から当初計画どおりヒラメ種

苗 6 万尾を受入れた。中間育成の歩留りは、計画より低い 47.7%で、沼津地域の

放流尾数は合計 28.6 千尾となった。 

 

表 事業別・地域別ヒラメ中間育成・放流結果一覧 

対象海域 榛南 沼津市 合計 

事業名 
資源増大推

進普及事業 

地域栽培 

推進事業 
計 ― ― 

中間育成場 温水センター ― 内浦 ― 

中間育成尾数（千尾） 220 200 420 60 480 

受入れ時全長（㎜） 31.4 31.4 ― 33.5 ― 

放流尾数（千尾） 

(計画放流数) 

100.0 

(147) 

133.0 

(133) 

230.0 

(280) 

28.6 

(40) 

258.6 

(320) 

放流時体長（㎜） 64～82 64～82 ― 40.6 61.4 ― 

実施時期 5～8 月 ― 5～6 月 ― 

 



Ⅲ　財務諸表

〈漁業振興公害対策事業〉

当年度 前年度 増減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

  　①基本財産運用収入

基本財産利息収入 8,231,031 8,172,919 58,112

運用債券売却収入 8,572,000 △ 8,572,000

　　④協力金収入　　　　　　　 

種苗放流協力金収入 0 0 0

  　⑤雑収入　　　　　　　 

受 取 利 息 7,986 7,910 76

　　経常収益計 8,239,017 16,752,829 △ 8,513,812

　（２）経常費用

  　①事業費

役 員 報 酬 1,609,200 1,609,200 0

給 料 手 当 877,690 736,339 141,351

福 利 厚 生 費 354,481 345,433 9,048

旅 費 交 通 費 16,392 30,480 △ 14,088

会 議 費 7,378 7,572 △ 194

通 信 運 搬 費 100,899 104,223 △ 3,324

消 耗 備 品 費 12,917 4,890 8,027

図 書 印 刷 費 23,741 20,846 2,895

諸 会 費 0 0 0

水 道 光 熱 費 0 0 0

賃 借 料 0 0 0

雑 費 9,897 10,711 △ 814

助 成 金 7,827,000 9,710,000 △ 1,883,000

種 苗 購 入 費 0 0 0

  　③引当金繰入額

賞与引当金繰入額 28,523 28,348 175

　　経 常 費 用 計 10,868,118 12,608,042 △ 1,739,924

　　　　　　  当期一般正味財産増減額 △ 2,629,101 4,144,787 △ 6,773,888

16,266,025 12,121,238 4,144,787

13,636,924 16,266,025 △ 2,629,101

Ⅱ 指定正味財産増減の部

基本財産評価益 1,105,448 1,105,448 0

基本財産有価証券運用売却益 0 8,572,000 △ 8,572,000

基本財産有価証券評価損益 △ 24,840,348 △ 24,717,848 △ 122,500

一般正味財産への振替額 △ 1,105,448 △ 9,677,448 8,572,000

　　          当期指定正味財産増減額 △ 24,840,348 △ 24,717,848 8,449,500

　　          指定正味財産期首残高 1,060,894,814 1,085,612,662 △ 24,717,848

　　          指定正味財産期末残高 1,036,054,466 1,060,894,814 △ 24,840,348

Ⅲ 正味財産期末残高 1,049,691,390 1,077,160,839 △ 27,469,449

正味財産増減計算書

　　科　　　　目　　　　

　　　　　　　一般正味財産期首残高

　  　　　　　一般正味財産期末残高

           　　　　　　      令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで
(単位：円）

１１



〈漁業振興公害対策事業〉

（単位：円）

科　　　　目　　　 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部

  １． 流動資産

　　　　　　普通預金 5,929,141 5,751,982 177,159

　　　　　　定期預金　　　　　 7,000,000 9,800,000 △ 2,800,000

　　　　　　未収収益 815,077 815,077 0

　　　　　　前払費用 0 0 0

　　　　 流動資産合計　 13,744,218 16,367,059 △ 2,622,841

  ２． 固定資産

　　(１） 基本財産

　　　　　　基本財産運用預金　 13,086,066 14,191,514 △ 1,105,448

　　　　　　基本財産有価証券　 1,022,968,400 1,046,703,300 △ 23,734,900

　　　　 基本財産合計　 1,036,054,466 1,060,894,814 △ 24,840,348

　　　　 固定資産合計　 1,036,054,466 1,060,894,814 △ 24,840,348

　　　　 資産合計　　　 1,049,798,684 1,077,261,873 △ 27,463,189

Ⅱ 負債の部

  １． 流動負債

　　　　　　源泉所得税預り金 　　　　　 13,159 8,464 4,695

　　　　　　社会保険料預り金 0 0 0

　　　　　　未払金 0 0 0

　　　　　　未払費用 65,612 64,222 1,390

　　　　 流動負債合計　 78,771 72,686 6,085

  ２． 固定負債

　　　　　　賞与引当金 28,523 28,348 175

　　　　 固定負債合計　 28,523 28,348 175

　　　　 負債合計　　　 107,294 101,034 6,260

Ⅲ 正味財産の部

　１．指定正味財産　　 　　 　 1,036,054,466 1,060,894,814 △ 24,840,348

        　　(うち基本財産への充当額）　　 　 (1,036,054,466) (1,060,894,814) （△24,840,348）

        　　(うち特定資産への充当額）　　 　 (    　　          0) (    　　          0) (    　　       0)

　２．一般正味財産　　 　　 　 13,636,924 16,266,025 △ 2,629,101

       　 　(うち基本財産への充当額）　　 　 (             0) (             0) (    　　       0)

        　　(うち特定資産への充当額）　　 　 (             0) (             0) (    　　       0)

　　　　 正味財産合計 1,049,691,390 1,077,160,839 △ 27,469,449

　　　　 負債および正味財産合計 1,049,798,684 1,077,261,873 △ 27,463,189

貸　借　対　照　表

令和４年３月３１日現在

１２



〈栽培漁業推進事業〉

当年度 前年度 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
  　①基本財産運用収入

基本財産利息収入 26,502,988 26,503,094 △ 106
運用債券売却収入 0 0

  　②補助金収入　　　　　　　 
国庫補助金収入 1,200,000 0 1,200,000
県費補助金収入 3,286,000 4,160,000 △ 874,000

　　③負担金収入　　　　　　　 
市町負担金収入 9,507,000 9,507,000 0
漁業者負担金収入 11,091,000 12,091,000 △ 1,000,000
漁港漁場協会負担金収入 190,000 190,000 0

　　④協力金収入　　　　　　　 
遊漁者協力金収入 200,000 420,000 △ 220,000

　　⑤雑収入
受 取 利 息 13,295 14,780 △ 1,485
　　経常収益計 51,990,283 52,885,874 △ 895,591

　（２）経常費用
  　①事業費

役 員 報 酬 2,682,000 2,682,000 0
給 料 手 当 877,690 736,339 141,351
福 利 厚 生 費 472,641 460,578 12,063
旅 費 交 通 費 348,090 351,222 △ 3,132
会 議 費 45,037 45,057 △ 20
通 信 運 搬 費 166,674 168,576 △ 1,902
消 耗 備 品 費 842,764 964,706 △ 121,942
図 書 印 刷 費 232,846 241,416 △ 8,570
諸 会 費 290,000 300,000 △ 10,000
水 道 光 熱 費 0 0 0
賃 借 料 0 0 0
雑 費 102,351 190,942 △ 88,591
諸 謝 金 413,000 456,000 △ 43,000
委 託 費 15,640,761 17,016,000 △ 1,375,239
種 苗 購 入 費 26,880,000 26,880,000 0
種 苗 運 搬 費 678,700 600,380 78,320
施 設 整 備 費 407,000 1,756,872 △ 1,349,872
負 担 金 100,000 2,370,000 △ 2,270,000

  　③引当金繰入額
賞与引当金繰入額 28,523 28,348 175
　　経 常 費 用 計 50,208,077 55,248,436 △ 5,040,359

　　　　　　  当期一般正味財産増減額 1,782,206 △ 2,362,562 4,144,768
30,147,905 32,510,467 △ 2,362,562
31,930,111 30,147,905 1,782,206

Ⅱ 指定正味財産増減の部
受 取 寄 付 金 980,000 0 980,000
基本財産評価益 57,965 57,965 0
基本財産有価証券運用売却益 0 0
基本財産有価証券評価損益 △ 41,883,445 △ 17,980,337 △ 23,903,108
一般正味財産への振替額 △ 57,965 △ 57,965 0

　　          当期指定正味財産増減額 △ 40,903,445 △ 17,980,337 △ 22,923,108
　　          指定正味財産期首残高 2,115,891,203 2,133,871,540 △ 17,980,337
　　          指定正味財産期末残高 2,074,987,758 2,115,891,203 △ 40,903,445
Ⅲ 正味財産期末残高 2,106,917,869 2,146,039,108 △ 39,121,239

正味財産増減計算書

　　科　　　　目　　　　

　　　　　　　一般正味財産期首残高
　  　　　　　一般正味財産期末残高

           　　　　　　      令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで
(単位：円）
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〈栽培漁業推進事業〉

（単位：円）

科　　　　目　　　 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部

  １． 流動資産

　　　　　　普通預金 8,880,824 6,208,871 2,671,953

　　　　　　定期預金　　　　　 15,000,000 15,000,000 0

　　　　　　未 収 金　　　　　 3,286,000 4,160,000 △ 874,000

　　　　　　未収収益 4,892,702 4,892,702 0

　　　　　　前払費用 0 0 0

　　　　 流動資産合計　 32,059,526 30,261,573 1,797,953

  ２． 固定資産

　　(１） 基本財産

　　　　　　基本財産運用預金　 1,199,298 1,257,263 △ 57,965

　　　　　　基本財産有価証券　 2,072,808,460 2,114,633,940 △ 41,825,480

　　　　 基本財産合計　 2,074,007,758 2,115,891,203 △ 41,883,445

　　(２) 特定資産

　　　　　　マダイ放流事業積立預金 980,000 0 980,000

　　　　 特定資産合計 　　 980,000 0 980,000

　　　　 固定資産合計　 2,074,987,758 2,115,891,203 △ 40,903,445

　　　　 資産合計　　　 2,107,047,284 2,146,152,776 △ 39,105,492

Ⅱ 負債の部

  １． 流動負債

　　　　　　源泉所得税預り金 　　　　　 17,546 11,286 6,260

　　　　　　社会保険料預り金 0 0 0

　　　　　　未払金 6,596 0 6,596

　　　　　　未払費用 76,750 74,034 2,716

　　　　 流動負債合計　 100,892 85,320 15,572

  ２． 固定負債

　　　　　　賞与引当金 28,523 28,348 175

　　　　 固定負債合計　 28,523 28,348 175

　　　　 負債合計　 129,415 113,668 15,747

Ⅲ 正味財産の部

　１．指定正味財産　　 　　 　 2,074,987,758 2,115,891,203 △ 40,903,445

        　　(うち基本財産への充当額）　　 　 (2,074,007,758) (2,115,891,203) （△41,883,445）

        　　(うち特定資産への充当額）　　 　 (980,000) (    　　          0) （980,000）

　２．一般正味財産　　 　　 　 31,930,111 30,147,905 1,782,206

       　 　(うち基本財産への充当額）　　 　 (              0) (              0) (    　　       0)

        　　(うち特定資産への充当額）　　 　 (              0) (              0) (    　　       0)

　　　　 正味財産合計 2,106,917,869 2,146,039,108 △ 39,121,239

　　　　 負債および正味財産合計 2,107,047,284 2,146,152,776 △ 39,105,492

貸　借　対　照　表

令和４年３月３１日現在

１４



〈法人会計〉

当年度 前年度 増減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

  　①基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,116,439 5,116,442 △ 3

運用債券売却収入 0 0 0

　　⑤雑収入

受 取 利 息 2,717 2,537 180

　　⑥引当金取崩額

200,000 40,000 160,000

　　経 常 収 益 計 5,319,156 5,158,979 160,177

　（２）経常費用

  　②管理費

役 員 報 酬 1,072,800 1,072,800 0

給 料 手 当 1,170,252 981,784 188,468

福 利 厚 生 費 354,481 345,433 9,048

旅 費 交 通 費 254,852 504,600 △ 249,748

会 議 費 34,630 95,019 △ 60,389

通 信 運 搬 費 213,557 216,518 △ 2,961

消 耗 備 品 費 15,407 77,271 △ 61,864

図 書 印 刷 費 211,741 215,116 △ 3,375

諸 会 費 166,000 246,000 △ 80,000

水 道 光 熱 費 331,284 331,284 0

賃 借 料 856,680 856,680 0

雑 費 236,707 125,561 111,146

役員退職記念品費 200,000 50,000 150,000

  　③引当金繰入額

賞与引当金繰入額 38,030 37,798 232

役員退職記念品費引当金繰入額 170,000 190,000 △ 20,000

　　経 常 費 用 計 5,326,421 5,345,864 △ 19,443

△ 7,265 △ 186,885 179,620

5,608,784 5,795,669 △ 186,885

5,601,519 5,608,784 △ 7,265

Ⅱ 指定正味財産増減の部

基本財産評価益 2,439 2,439 0

基本財産有価証券運用売却益 0 0 0

基本財産有価証券評価損益 △ 7,052,439 △ 3,432,439 △ 3,620,000

一般正味財産への振替額 △ 2,439 △ 2,439 0

△ 7,052,439 △ 3,432,439 △ 3,620,000

448,719,675 452,152,114 △ 3,432,439

441,667,236 448,719,675 △ 7,052,439

Ⅲ 正味財産期末残高 447,268,755 454,328,459 △ 7,059,704

　　科　　　　目　　　　

           　　　　　　      令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで
(単位：円）

正味財産増減計算書

　　　　　　　当期指定正味財産増減額

　　　　　　　指定正味財産期首残高

　　　　　　  指定正味財産期末残高

　　　　　　　当期一般正味財産増減額

　　　　　　　一般正味財産期首残高

　  　　　　　一般正味財産期末残高

役員退職記念品費引当金取崩額

１５



〈法人会計〉

（単位：円）

科　　　　目　　　 当年度 前年度 増減

Ⅰ 資産の部

  １． 流動資産

　　　　　　普通預金 2,088,035 2,649,801 △ 561,766

　　　　　　定期預金　　　　　 2,500,000 2,000,000 500,000

　　　　　　未収収益 990,155 990,155 0

　　　　　　前払費用 153,997 142,997 11,000

　　　　 流動資産合計　 5,732,187 5,782,953 △ 50,766

  ２． 固定資産

　　(１） 基本財産

　　　　　　基本財産運用預金　 27,236 29,675 △ 2,439

　　　　　　基本財産有価証券　 441,640,000 448,690,000 △ 7,050,000

　　　　 基本財産合計　 441,667,236 448,719,675 △ 7,052,439

　　(２) 特定資産

　　　　　　役員退職記念品費引当預金 1,050,000 1,080,000 △ 30,000

　　　　 特定資産合計 　　 1,050,000 1,080,000 △ 30,000

　　　　 固定資産合計　 442,717,236 449,799,675 △ 7,082,439

　　　　 資産合計　　　 448,449,423 455,582,628 △ 7,133,205

Ⅱ 負債の部

  １． 流動負債

　　　　　　源泉所得税預り金 　　　　　 13,159 8,464 4,695

　　　　　　社会保険料預り金 0 0 0

　　　　　　未払金 0 49,010 △ 49,010

　　　　　　未払費用 79,479 78,897 582

　　　　 流動負債合計　 92,638 136,371 △ 43,733

  ２． 固定負債

　　　　　　賞与引当金 38,030 37,798 232

　　　　　　役員退職記念品費引当金 1,050,000 1,080,000 △ 30,000

　　　　 固定負債合計　 1,088,030 1,117,798 △ 29,768

　　　　 負債合計　 1,180,668 1,254,169 △ 73,501

Ⅲ 正味財産の部

　１．指定正味財産　　 　　 　 441,667,236 448,719,675 △ 7,052,439

        　　(うち基本財産への充当額）　　 　 (441,667,236) (448,719,675) （△7,052,439）

        　　(うち特定資産への充当額）　　 　 (    　　       0) (    　　       0) (    　　       0)

　２．一般正味財産　　 　　 　 5,601,519 5,608,784 △ 7,265

       　 　(うち基本財産への充当額）　　 　 (              0) (              0) (    　　       0)

        　　(うち特定資産への充当額）　　 　 (              0) (              0) (    　　       0)

　　　　 正味財産合計 447,268,755 454,328,459 △ 7,059,704

　　　　 負債および正味財産合計 448,449,423 455,582,628 △ 7,133,205

令和４年３月３１日現在

貸　借　対　照　表

１６



収益事業 内部取引

漁業振興公害対策事業 栽培漁業推進事業 小　計 等会計 消去

Ⅰ 一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

  　①基本財産運用収入

基本財産利息収入 8,231,031 26,502,988 34,734,019 5,116,439 39,850,458

運用債券売却収入 0 0 0 0 0

  　②補助金収入　　　　　　　 

国庫補助金収入 0 1,200,000 1,200,000 0 1,200,000

県費補助金収入 0 3,286,000 3,286,000 0 3,286,000

　　③負担金収入　　　　　　　 

市町負担金収入 0 9,507,000 9,507,000 0 9,507,000

漁業者負担金収入 0 11,091,000 11,091,000 0 11,091,000

漁港漁場協会負担金収入 0 190,000 190,000 0 190,000

　　④協力金収入　　　　　　　 

遊漁者協力金収入 0 200,000 200,000 0 200,000

  　⑤雑収入　　　　　　　 

受 取 利 息 7,986 13,295 21,281 2,717 23,998

　  ⑥引当金取崩額

0 0 0 200,000 200,000

8,239,017 51,990,283 60,229,300 5,319,156 65,548,456

　（２）経常費用

  　①事業費

役 員 報 酬 1,609,200 2,682,000 4,291,200 4,291,200

給 料 手 当 877,690 877,690 1,755,380 1,755,380

福 利 厚 生 費 354,481 472,641 827,122 827,122

旅 費 交 通 費 16,392 348,090 364,482 364,482

会 議 費 7,378 45,037 52,415 52,415

通 信 運 搬 費 100,899 166,674 267,573 267,573

消 耗 備 品 費 12,917 842,764 855,681 855,681

図 書 印 刷 費 23,741 232,846 256,587 256,587

諸 会 費 0 290,000 290,000 290,000

水 道 光 熱 費 0 0 0 0

賃 借 料 0 0 0 0

雑 費 9,897 102,351 112,248 112,248

助 成 金 7,827,000 0 7,827,000 7,827,000

諸 謝 金 0 413,000 413,000 413,000

委 託 費 0 15,640,761 15,640,761 15,640,761

種 苗 購 入 費 0 26,880,000 26,880,000 26,880,000

種 苗 運 搬 費 0 678,700 678,700 678,700

施 設 整 備 費 0 407,000 407,000 407,000

漁 場 整 備 費 0 0 0 0

負 担 金 0 100,000 100,000 100,000

10,839,595 50,179,554 61,019,149 61,019,149

（単位：円）

役員退職記念品費引当金取崩額

令和３年４月１日から令和４年３月３１日

合　　計

経 常 収 益 計

  事 業 費 計

公益財団法人静岡県漁業振興基金    (単位:円)

  正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表  

　　科　　　　目　　　　
公益法人目的事業会計

法人会計
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収益事業 内部取引

漁業振興公害対策事業 栽培漁業推進事業 小　計 等会計 消去

　　②管理費　　　　　　　　

役 員 報 酬 1,072,800 1,072,800

給 料 手 当 1,170,252 1,170,252

福 利 厚 生 費 354,481 354,481

旅 費 交 通 費 254,852 254,852

会 議 費 34,630 34,630

通 信 運 搬 費 213,557 213,557

消 耗 備 品 費 15,407 15,407

図 書 印 刷 費 211,741 211,741

諸 会 費 166,000 166,000

水 道 光 熱 費 331,284 331,284

賃 借 料 856,680 856,680

雑 費 236,707 236,707

役員退職記念品費 200,000 200,000

5,118,391 5,118,391

　　③引当金繰入額

賞与引当金繰入額 28,523 28,523 57,046 38,030 95,076

0 0 0 170,000 170,000

28,523 28,523 57,046 208,030 265,076

10,868,118 50,208,077 61,076,195 5,326,421 66,402,616

△ 2,629,101 1,782,206 △ 846,895 △ 7,265 △ 854,160

16,266,025 30,147,905 46,413,930 5,608,784 52,022,714

13,636,924 31,930,111 45,567,035 5,601,519 51,168,554

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受 取 寄 付 金 0 980,000 980,000 0 980,000

基本財産評価益 1,105,448 57,965 1,163,413 2,439 1,165,852

基本財産有価証券運用売却益 0 0 0 0 0

基本財産有価証券評価損益 △ 24,840,348 △ 41,883,445 △ 66,723,793 △ 7,052,439 △ 73,776,232

一般正味財産への振替額 △ 1,105,448 △ 57,965 △ 1,163,413 △ 2,439 △ 1,165,852

　　          当期指定正味財産増減額 △ 24,840,348 △ 40,903,445 △ 65,743,793 △ 7,052,439 △ 72,796,232

　　          指定正味財産期首残高 1,060,894,814 2,115,891,203 3,176,786,017 448,719,675 3,625,505,692

　　          指定正味財産期末残高 1,036,054,466 2,074,987,758 3,111,042,224 441,667,236 3,552,709,460

1,049,691,390 2,106,917,869 3,156,609,259 447,268,755 3,603,878,014Ⅲ 正味財産期末残高

　　　　　　　当期一般正味財産増減額

　　　　　　　一般正味財産期首残高

　　　　　　　一般正味財産期末残高

役員退職記念品費引当金繰入額

合　　計

 引 当 金 計

公益法人目的事業会計

経 常 費 用 計

 管 理 費 計

　　科　　　　目　　　　 法人会計
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（単位：円）

漁業振興公害対策事業 栽培漁業推進事業

Ⅰ 資産の部

  １． 流動資産

　　　　　　普通預金普 通 預 金 5,929,141 8,880,824 2,088,035 16,898,000

　　　　　　定期預金　　　　　定 期 預 金 7,000,000 15,000,000 2,500,000 24,500,000

　　　　　　未 収 金未 収 金 0 3,286,000 0 3,286,000

　　　　　　未収収益未 収 収 益 815,077 4,892,702 990,155 6,697,934

　　　　　　前払費用前 払 費 用 0 0 153,997 153,997

　　　　 流動資産合計　 13,744,218 32,059,526 5,732,187 51,535,931

  ２． 固定資産

　　(１） 基本財産

基本財産運用預金　 13,086,066 1,199,298 27,236 14,312,600

基本財産有価証券　 1,022,968,400 2,072,808,460 441,640,000 3,537,416,860

　　　　 基本財産合計　 1,036,054,466 2,074,007,758 441,667,236 3,551,729,460

　　(２) 特定資産

0 980000 0 980,000

役員退職記念品費引当預金　　　 0 0 1,050,000 1,050,000

　　　　 特定資産合計 　　 0 980,000 1,050,000 2,030,000

　　　　 固定資産合計 　　 1,036,054,466 2,074,987,758 442,717,236 3,553,759,460

　　　　 資産合計 　　 1,049,798,684 2,107,047,284 448,449,423 3,605,295,391

Ⅱ 負債の部

  １． 流動負債

源泉所得税預り金 　　　　　 13,159 17,546 13,159 43,864

社会保険料預り金 0 0 0 0

未 払 金 0 6,596 0 6,596

未 払 費 用 65,612 76,750 79,479 221,841

　　　　 流動負債合計　 78,771 100,892 92,638 272,301

  ２． 固定負債

賞与引当金   　 28,523 28,523 38,030 95,076

役員退職記念品費引当金   　 0 0 1,050,000 1,050,000

　　　　 固定負債合計 　 28,523 28,523 1,088,030 1,145,076

　　　　 負債合計　　　 107,294 129,415 1,180,668 1,417,377

Ⅲ 正味財産の部

　１．指定正味財産　　 　　 　 1,036,054,466 2,074,987,758 441,667,236 3,552,709,460

(うち基本財産への充当額）　　 　 (1,036,054,466) (2,074,007,758) (441,667,236) (3,551,729,460)

(うち特定資産への充当額）　　 　 (    　　          0) (980,000) (   　　          0) (980,000)

　２．一般正味財産　　 　　 　 13,636,924 31,930,111 5,601,519 51,168,554

(うち基本財産への充当額）　　 　 (              0) (              0) (             0) (              0)

(うち特定資産への充当額）　　 　 (              0) (              0) (             0) (              0)

　　　　 正味財産合計 1,049,691,390 2,106,917,869 447,268,755 3,603,878,014

　　　　 負債および正味財産合計 1,049,798,684 2,107,047,284 448,449,423 3,605,295,391

マダイ放流事業積立預金

　貸　借　対　照　表　内　訳　表　

公益法人目的事業会計
法人会計 合　　計科　　　　目　　　

令和４年３月３１日現在

 １９



（単位：円）

場　　　所 使用目的等 金額

普通預金

　静岡県信漁連　本所

普通預金

　静岡銀行　県庁支店

定期預金

　静岡県信漁連　本所

51,535,931

定期預金

　静岡県信漁連　本所

定期預金

　静岡県信漁連　本所

定期預金

　静岡県信漁連　本所

国・地方債　　6銘柄

機構債　　　　6銘柄

(その他有価証券）

国・地方債　　19銘柄

機構債　　　　1銘柄

国・地方債　　3銘柄

機構債　　　　1銘柄

定期預金

（その他の 静岡県信漁連　本所

      固定資産）　
定期預金

静岡県信漁連　本所

3,553,759,460

3,605,295,391

財　　　産　　　目　　　録

令和４年３月３１日現在

科　　　　　目

（流動資産）  預　　 金

運転資金として

15,826,940

1,071,060

24,500,000

499,485,800

 未収金
公益目的事業の
栽培漁業推進事業業務 3,286,000

 未収収益
公益目的事業及び
管理目的の利息収入 6,697,934

公益目的保有財産であり、運用利息を
法人管理運営事業の財源として
使用している

27,236

公益目的保有財産であり、 運用益を
漁業振興公害対策事業の財源として
使用している

523,482,600

 前払費用
公益目的事業及び
管理目的の業務に使用した費用 153,997

13,086,066

 基本財産有価証券

980,000
公益目的保有財産（寄付金）であり
栽培漁業推進事業・マダイ放流の財源
として使用する

（固定資産）  基本財産運用預金
公益目的保有財産であり、運用利息を
漁業振興公害対策事業の財源として
使用している

公益目的保有財産であり、運用益を
法人管理運営事業の財源として
使用している

333,310,000

108,330,000

公益目的保有財産であり、運用利息を
栽培漁業推進事業の財源として
使用している

1,199,298

 役員退職記念品費引当預金
理事7名・監事2名に対する
退職記念品の購入に備えたもの 1,050,000

資　産　合　計

固定資産合計

流動資産合計

公益目的保有財産であり、 運用益を
栽培漁業推進事業の財源として
使用している

1,958,388,460

114,420,000

 マダイ放流事業積立預金

 ２０



場　　　所 使用目的等 金  額

（流動負債）  源泉所得税預り金
役職員の報酬・給料に 対する
源泉所得税 43,864

 未払金
公益目的事業及び管理目的の
業務に使用する費用 6,596

 未払費用
公益目的事業及び管理目的の
業務に使用する費用 221,841

272,301

（固定負債）  賞与引当金 職員1名に対する賞与引当金 95,076

1,145,076

1,417,377

3,603,878,014

流動負債合計

 役員退職記念品費引当金
理事7名・監事2名に対する
退職記念品引当金 1,050,000

（単位：円）

科　　　　　目

固定負債合計

 負  債  合  計

 正  味  財  産

 ２１



（３）消費税等の会計処理

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

（基本財産）

基 本 財 産 運 用 預 金 15,478,452 14,312,600 15,478,452 14,312,600

基 本 財 産 有 価 証 券 3,610,027,240 268,895,312 341,505,692 3,537,416,860

小　　計 3,625,505,692 283,207,912 356,984,144 3,551,729,460

（特定資産）

マダイ放流事業積立預金 0 980,000 0 980,000

役員退職記念品費引当預金 1,080,000 170,000 200,000 1,050,000

小　　計 1,080,000 1,150,000 200,000 2,030,000

合　　計 3,626,585,692 284,357,912 357,184,144 3,553,759,460

　（単位：円）

（基本財産）

基 本 財 産 運 用 預 金 14,312,600 14,312,600 ― ―

基 本 財 産 有 価 証 券 3,537,416,860 3,537,416,860 ― ―

小　　計 3,551,729,460 3,551,729,460 0 0

（特定資産）

マダイ放流事業積立預金 980,000 980,000 ― ―

役員退職記念品費引当預金 1,050,000 ― ― 1,050,000

小　　計 2,030,000 980,000 0 1,050,000

合　　計 3,553,759,460 3,552,709,460 0 1,050,000

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　計上している。

    基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。　(単位：円）

　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（２）引当金の計上基準

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　役員退職記念品費引当金･･････役員退職記念品費に相当する金額を期間按分して

　　　満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券

　　　賞 与 引 当 金        ･･････職員に支給する賞与に充てるため、支給見込額の

　　　　　　　　　　　　　　　　　うち当期に帰属する金額を計上している。

　　　時価のあるもの･･････期末日の市場価額等に基づく時価法によっている。

（うち負債に対
応する額）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

    基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

２２



　　（単位：円）

補助金の名称
前期末
残　高

当　期
減少額

県費補助金 0 3,286,000

合　計 0 3,286,000

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

　　　（単位：円）

４．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

0

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。　

内　　訳 金　　額

当　期
増加額

―3,286,000

５．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　

合　　計 1,165,852

交付者
貸借対照表
の記載区分

当期末
残　高

　経常収益への振替額

　　　　　　　基本財産利息収入 1,165,852

0

3,286,000

静岡県

２３



１．基本財産及び特定資産の明細

　　注記の３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳に記載

２．引当金の明細 （単位：円）

目的使用 その他

賞与引当金 94,494 95,076 94,494 0 95,076

役員退職記念品費
引 当 金

　　　合　計 1,174,494 265,076 294,494 0 1,145,076

　

科目 期首残高 当期増加額 期末残高

附　　属　　明　　細　　書

1,080,000 170,000 200,000 0 1,050,000

当期減少額

２４






















